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①潟上市（秋田県）（人口31,836人）※令和５年１月１日現在

中学校における本格的な生徒会役員選挙

■取組の概要

・市内の中学校の生徒会役員選挙において、入場券や投票用紙、記載台

等実際の選挙で使用する備品を使った本格的な選挙を実施。

・学校からの要望に応じて、選管による出前授業もあわせて実施。

■実施の経緯

＜取組を開始するに至った経緯＞

・人生で最初の選挙に参加し、その後も継続して投票してもらうためにも、18歳を迎えた時に一人でも多く
の方から投票に足を運んでもらえるよう、高校生になる前から本格的な選挙を体験することで選挙に関心
を持ち、身近なものと感じてもらいたいと考え、選管から市内の中学校（全３校）に対して働きかけを行
い、本事業を開始した。

■実施の体制

＜庁内の実施体制＞

・選管の職員数は３名（局長、局長補佐、書記 各１名。全員が監査委員事務局と兼務）。

・事前準備は局長補佐・書記の２名が行い、当日は局長も含めた事務局職員と選挙管理委員（１～２名）が
参加。

実施概要

実施年度 令和元年度から毎年実施（各校年1回）

対象者 市内中学校（全３校）の全校生徒

参加者数 700名程度（令和５年度）

事業規模（予算） 約10万円（投票用紙購入代、委員費用弁償）（令和５年度）

■取組の効果・成果

・生徒の振り返りとして、「実際の選挙に近い体験ができて良かった」「講話を聞いて立候補者の選び方が
分かった」「選挙権を持ったら必ず投票に行きたい」等、前向きな感想が多く寄せられている。目に見え
る形での効果はなかなか実感できないが、選挙へ興味関心を持つきっかけになっていると感じている。
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取
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選挙管理委員会
地方公共団体主体 他の機関(税務署)と連携 若者議会・こども議会 座談会等

大学・若者グループ
等との交流

【問い合わせ先】潟上市選挙管理委員会 TEL：018-853-5340 e-mail：senkyokanriiinkai@city.katagami.lg.jp

（調査時点：令和５年10月）

対
象

小学生等 中学生 高校生
大学生・短大生・

高専生
若者層

（10～20代）
特別支援学校生

＜これから取組を始める団体へのメッセージ＞

打合せ資料で事前に論点を明確化しておけば、選管が背負い込みすぎずに学校側にあ
る程度ゆだねることができます。主権者教育は学校や生徒と一緒にやっていくものだ
と考えればハードルは下がるはずです！

【参考】
学校・民間団体
が主体の取組

出前授業・模擬選挙 模擬議会・議員との交流



■取組のステップとポイント
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①
事
前
準
備

②
取
組
実
施

【７～８月】実施希望調査 【ポイント】

・中学校との事前協議では、選管で
対応できる内容をパッケージ化し、
その項目について要否や要望を書
き込めるようにした打合せ資料を
使う。

・打合せ資料には備品の写真等も掲
載し、視覚的に分かりやすい資料
を作成することで、学校内での検
討がしやすいようにした。

・地元新聞社への取材依頼も実施し、
選管の取組を幅広く周知した。

③
実
施
後

【実施１～２週間前】中学校と事前協議・準備

【ポイント】

・授業中にはクイズを実施すること
で興味を持ってもらえるように工
夫した。

・高齢者と若者の投票率の差につい
て数値で見せることでインパクト
を残した。

・市の教育長と各学校長宛に「本格的な生徒会役員選挙
の実施について」の通知を発出し、希望校を募集。

・実施２～３か月前を目安に希望申出を受ける。

・生徒会選挙日の決定後、中学校の担当教員と打合せを
行い、形態や使用備品、出前授業の有無等を確認。

・入場券の作成と投票用紙の発注。

・選挙管理委員へ立会いを依頼。

＜当日の流れ＞（９～10月） ※内容や流れは学校により異なる

１．出前授業

選挙の概要、若年層が投票することの重要性、投票
の流れ、投票用紙の書き方を選管職員が説明。

２．生徒会役員選挙投票

選挙管理委員と事務局職員が投票立会い。

※開票は学校のみで実施

３．選挙管理委員から投票の重要性について再周知

・各学校が行った生徒の振り返りについて、選管への提供を依頼。

・市広報に取組実施の記事を掲載。

実施の前日に投票箱、記載台等の備品貸出
打合せ資料

出前授業の資料

クイズの例
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